母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(4)-1年後の追跡調査- by 窪 瀧子 et al.
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 神奈川県横浜市の住宅街にある N 幼稚園および茨城県下妻市にある T 保育園。 
 
２．調査方法 







― １年後の追跡調査 ― 
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－ 2 － 
３．調査時期 
 2010 年３月。 
 
４．回答者と回収率 
 質問紙の配布部数は、N 幼稚園へ 120 部、T 保育園へ 35 部。回答者数は、N 幼稚園 67 名、T
保育園 35 名の合計 102 名。回答者のうち、新規の回答者は、N 幼稚園 29名、T 保育園 19名であっ












 表１に示したように、30歳台が 71.8％を占めている。全体的には、１年前より 20 歳台が減
り30歳台40歳台が増加傾向にあった。１年前より回答者の年齢がやや上がっているといえる。












の平均は 2.0 人であった。 
 
 N(％)    
 N 幼稚園 T 保育園 計 １年前（参考） 
20 歳台 2（3.0） 3（8.6） 5（4.9） 6（6.7） 
30 歳台 49（73.1） 25（71.4） 74（71.8） 69（77.5） 
40 歳台 14（20.9） 7（20.0） 21（20.4） 13（14.6） 
不明 2（3.0） 0 2（2.0） 1（1.1） 
計 67（100.0） 35（100.0） 102（100.0） 89（100.0） 
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 住居形態は、一戸建て 60.2％、集合住宅 38.8％であり、一戸建てが１年前より 7.4 ポイント










 表５に示したように、有職者 50.5％、無職者 49.5％と半々の割合であった。１年前とほぼ同
様の結果であった。 
 
 N(％)    
 N 幼稚園 T 保育園 計 １年前（参考） 
１人 16（23.9） 5（14.3） 21（20.6） 21（23.6） 
２人 44（65.7） 20（57.1） 64（62.7） 56（62.9） 
３人 6（8.9） 8（22.9） 14（13.7） 9（10.1） 
４人以上 1（1.5） 2（5.7） 3（3.0） 3（3.4） 
計 67（100.0） 35（100.0） 102（100.0） 89（100.0） 
 N(％)    
 N 幼稚園 T 保育園 計 １年前（参考） 
核家族 61（91.0） 21（60.0） 82（79.6） 77（86.5） 
拡大家族 4（6.0） 12（34.3） 16（15.5） 8（9.0） 
その他 2（3.0） 2（5.7） 4（3.9） 4（4.5） 
計 67（100.0） 35（100.0） 102（100.0） 89（100.0） 
 N(％)    
 N 幼稚園 T 保育園 計 １年前（参考） 
一戸建て 32（47.8） 30（85.7） 62（60.2） 47（52.8） 
集合住宅 35（52.2） 5（14.3） 40（38.8） 42（47.2） 
計 67（100.0） 35（100.0） 102（100.0） 89（100.0） 
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 N(％)    
 N 幼稚園 T 保育園 計 １年前（参考） 
あり 21（31.3） 30（85.7） 51（49.5） 45（50.6） 
なし 46（68.7） 4（11.4） 50（48.5） 44（49.4） 
その他 0 1（2.9） 1（1.0） 0 
計 67（100.0） 35（100.0） 102（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
               N 幼稚園 T 保育園 計 １年前（参考） 
言うことを聞かない 19（28.3） 7（20.0） 26（25.5） 25（28.1） 
食に関すること 17（25.4） 9（25.7） 26（25.5） 25（28.1） 
アレルギー疾患などの病気 8（11.9） 9（25.7） 17（16.7） 9（10.1） 
感情が不安定なこと 10（14.9） 3（8.6） 13（12.7） 8（9.0） 
生活リズム生活習慣の樹立 6（9.0） 5（14.3） 11（10.8） 8（9.0） 
ことばや発音に関すること 7（10.4） 4（11.4） 11（10.8） 4（4.5） 
子どもの気持が分からない 6（9.0） 4（11.4） 10（9.8） 2（2.2） 
落着きなく何をするか不明 4（6.0） 2（5.7） 6（5.9） 6（6.7） 
日常の世話すべてが大変 4（6.0） 0 4（3.9） 2（2.2） 
あそびに関すること 1（1.5） 1（2.9） 2（2.0） 2（2.2） 
その他 9（13.4） 4（11.4） 13（12.7） 16（18.0） 
特に苦労はない 14（20.9） 7（20.0） 21（20.6） 22（24.7） 










に増えていたのは、「配偶者の非協力」の 5.6％から 10.8％であった。 
 また、「特に苦労はない」という回答 18 名（17.6％）で、１年前よりも 8.2 ポイント減少し
ていた。 
 





























               N 幼稚園 T 保育園 計 １年前（参考） 
自由時間がとれない 25（37.3） 16（45.7） 41（40.2） 26（29.2） 
仕事と育児の両立 13（19.4） 14（40.0） 27（26.5） 24（27.0） 
自分の健康維持、体調不良 18（26.9） 6（17.1） 24（23.5） 21（23.6） 
経済的なこと 9（13.4） 7（20.0） 16（15.7） 11（12.4） 
配偶者の非協力 7（10.4） 4（11.4） 11（10.8） 5（5.6） 
家事全般が煩わしい 8（11.9） 2（5.7） 10（9.8） 13（14.6） 
親たちの口出し 3（4.5） 3（8.6） 6（5.9） 5（5.6） 
親しいママ友がいない 5（7.5） 0 5（4.9） 0 
世の中から取り残される 2（3.0） 1（2.9） 3（2.9） 2（2.2） 
その他 4（6.6） 5（14.3） 9（8.8） 1（1.1） 
特に苦労はない 12（17.9） 6（17.1） 18（17.6） 26（25.8） 
回答者数 67 35 102 89 
 
実践女子大学人間社会学部紀要 第７集 2011 
 














































































苦労なし群 計 １年前（参考） 
自主的な意思表示 45（55.6） 12（57.1） 57（55.9） 29（32.6） 
親子の気持が通じ合う 41（50.6） 13（61.9） 54（52.9） 30（33.7） 
友達と仲良くする 42（51.9） 11（52.4） 53（52.0） 25（28.1） 
健康であればよい 37（45.7） 14（66.7） 51（50.0） 31（34.8） 
生活リズムをつける 35（43.2） 11（52.4） 46（45.1） *－ 
園でうまくやってゆく 25（30.9） 6（28.6） 31（30.4） 19（21.3） 
子の気持を受け止める 12（14.8） 2（9.5） 14（13.7） 10（11.2） 
言うことを聞く素直さ 6（7.4） 1（4.8） 7（6.9） 2（2.2） 
稽古で可能性を伸ばす 5（6.2） 1（4.8） 6（5.9） 1（1.1） 
成長の指標に遅れない 4（4.9） 0 4（3.9） 2（2.2） 
その他 3（3.7） 0 3（2.9） 8（9.0） 
不明 2（2.5） 0 2（2.0） 24（27.0） 






苦労なし群 計 １年前（参考） 
自主的な意思表示 46（56.8） 11（61.1） 57（55.9） 29（32.6） 
親子の気持が通じ合う 45（55.6） 9（50.0） 54（52.9） 29（32.6） 
友達と仲良くする 44（54.3） 9（50.0） 53（52.0） 24（27.0） 
健康であればよい 40（49.4） 11（61.1） 51（50.0） 30（33.7） 
生活リズムをつける 39（48.1） 7（38.9） 46（45.1） － 
園でうまくやってゆく 24（29.6） 7（38.9） 31（30.4） 18（20.2） 
子の気持を受け止める 12（14.8） 2（11.1） 14（13.7） 10（11.2） 
言うことを聞く素直さ 4（4.9） 3（16.7） 7（6.9） 2（2.2） 
稽古で可能性を伸ばす 5（6.2） 1（5.6） 6（5.9） 1（1.1） 
成長の指標に遅れない 2（2.5） 2（11.1） 4（3.9） 2（2.2） 
その他 1（1.2） 2（11.1） 3（2.9） 8（9.0） 
不明 1（1.2） 1（5.6） 2（2.0） 24（27.0） 
回答者数 81 18 102 89 
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必要である 50（61.7） 14（66.7） 64（62.7） 
時と場合による 28（34.6） 6（28.6） 34（33.3） 
特別なことは不要 1（1.2） 0 1（1.0） 
不明 2（2.5） 1（4.8） 3（2.9） 






必要である 52（64.2） 9（42.9） 61（59.8） 
時と場合による 25（30.9） 8（28.6） 33（32.3） 
特別なことは不要 1（1.2） 0 1（1.0） 
不明 3（3.7） 4（19.0） 7（6.9） 
計 81（100.0） 21（100.0） 102（100.0） 
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－ 9 － 
(2) しっかりしつけること 

































知人に挨拶をする 59（72.8） 14（66.7） 73（71.6） 52（58.4） 
いじわるをしない 47（58.0） 13（61.9） 60（58.8） 51（57.3） 
家庭内で挨拶をする 47（58.0） 14（66.7） 61（59.8） 47（52.8） 
歯みがきをする 47（58.0） 13（61.9） 60（58.8） 52（58.4） 
就寝時間 35（43.2） 12（57.1） 47（46.1） 43（48.3） 
起床時間 18（22.2） 9（42.9） 27（26.5） 26（29.2） 
衣類の着脱をきちんとする 20（24.7） 8（38.1） 28（27.5） 16（18.0） 
食事中のマナー 54（66.7） 17（80.9） 71（69.6） 40（44.9） 
1 日 3食を規則的にとる 31（38.3） 11（52.4） 42（41.2） *－ 
食事を残さない 26（32.1） 8（38.1） 34（33.3） 22（24.7） 
一緒に食事をする 20（24.7） 5（23.8） 25（24.5） *－ 
食事にかける時間 3（3.7） 1（4.8） 4（3.9） 7（7.9） 
親の言うことを聞く 18（22.2） 4（19.0） 22（21.6） 16（18.0） 
テレビを見る時間 11（13.6） 5（23.8） 16（15.7） 16（18.0） 
登園する、休まない 7（8.6） 4（19.0） 11（10.8） 22（24.7） 
**勉強の習慣をつける 7（8.6） 4（19.0） 11（10.8） **5（5.6） 
その他 8（9.9） 4（19.0） 12（11.8） 7（7.9） 
不明 3（3.7） 0 3（2.9） 25（28.1） 
回答者数 81 21 102 89 
 注）*１年前は質問項目になし **１年前の質問項目は「おけいこ事を休まない」 
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－ 10 － 
(3) 機嫌が悪いときの対処法 
 表 13 には、子どもの機嫌が悪いときの対処法について、子どもに関する苦労の有無別に示し
た。１年前の結果と比べて、全体的には大きな変化は見られないが、苦労の有無別にみると、
「子どもに関する苦労なし群」に「言葉かけ、機嫌をとる」の回答が 66.7％と「苦労あり群」




























苦労なし群 計 1 年前（参考） 
言葉かけ、機嫌を取る 31（38.3） 14（66.7） 45（44.1） 40（44.9） 
*スキンシップを図る 47（58.0） 12（57.1） 59（57.8） 57（64.0） 
放っておく 16（19.8） 2（9.5） 18（17.6） 19（21.3） 
気分転換を図る 10（12.3） 2（9.5） 12（11.8） 14（15.7） 
口で叱る 6（7.4） 0 6（5.9） 6（6.7） 
叩く 0 0 0 1（1.1） 
その他 2（2.5） 2（9.5） 4（3.9） 13（14.6） 
不明 2（2.5） 0 2（2.9） 25（28.1） 






























 表 15 には、子どもに関する苦労の有無別に子どもの平日と休日の就寝時刻を示した。１年前





























































































 回答者数 81（100.0） 21（100.0） 102（100.0） 89（100.0） 
 注）上段は平日、下段は休日 
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 表 16 には、子どもの平日と休日の睡眠時間の関係を示した。この表から読み取れるように、
平日の睡眠時間と休日の睡眠時間が同じ時間帯である子どもが多く、平日も休日も 10 時間台の
睡眠をとる子どもが最も多いという結果であった。また、子どもの睡眠時間の平均値は、平日
9.9 時間、休日 10.0 時間でほとんど差はなかった。 
 子どもの睡眠時間で最も短いのは８時間台である。平日８時間の睡眠をとる４名の子どもの
うち、２名は休日も８時間台であり、１名が 10 時間台、１名が 12 時間以上という結果であっ
た。また平日に 10 時間台の睡眠をとる子どもが休日には８時間台という例もあった。最も睡眠
時間が長いのは平日も休日も 12 時間以上という１例であった。 




































































































－ 13 － 
果を示した。「足りている」は平日で 63.7％、休日で 75.5％であった。８時間台であっても 11
時間台、12 時間以上で「足りている」と「足りたり足りなかったりする」という回答に分かれ
ていた。 


































  平日 
休日 8 時間台 9時間台 10 時間台 11 時間台
12 時間 
以上 不明 計 
8 時間台 2（50.0） 2（6.7） 1（2.2） 0 0 0 5（4.9） 
9 時間台 0 17（56.7） 5（10.9） 0 0 0 22（21.6） 
10 時間台 1（25.0） 7（23.3） 29（63.0） 3（20.0） 0 2（33.3） 42（41.2） 
11 時間台 0 1（3.3） 7（15.2） 9（60.0） 0 1（16.7） 18（17.6） 
12 時間 
以上 
1（25.0） 0 1（2.1） 2（13.3） 1（100.0） 0 5（4.9） 
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計 81（100.0） 21（100.0） 102（100.0） 
 注）上段は平日、下段は休日
 N(％) 





















































































なし群 計 １年前（参考） 































































 回答者数 84（100.0） 18（100.0） 102（100.0） 89（100.0） 
 注）上段は平日、下段は休日 
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 表 22 には、親自身の苦労の有無別に、親の就寝時刻を示した。平日の就寝時刻は、全体的に
１年前よりも遅くなっている傾向があり、24 時以降の就寝も１年前は 29.2％から 38.2％と増









 親自身の苦労 あり群 
親自身の苦労 































































































－ 17 － 
(3) 親の睡眠時間 
 表 23 には、親の平日と休日の睡眠時間の関係を示した。親の平均睡眠時間は、平日 6.7 時間、
休日 7.6 時間で１時間の差があった。 









































































































0 0 0 0 1 
(7.7) 
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台が 33.3％と最も多かったが、４時間台も 2.4％、５時間台も 16.7％と「苦労なし群」の４時
間台０％、５時間台 5.6％よりも多かった。休日は「苦労なし群」は、８時間台が 33.3％、７
時間台が 27.8％と多いのに対し、「苦労あり群」も８時間台 26.2％、７時間台 23.8％が多いの
と同時に、少数ながら４時間台や５時間台、９時間台や 10 時間台にも広がっていた。 



























































































































































































































回答者数 84（100.0） 18（100.0） 102（100.0） 
 注）上段は平日、下段は休日 
 N(％) 























回答者数 84（100.0） 18（100.0） 102（100.0） 
 注）上段は平日、下段は休日 
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－ 23 － 
なかった。 
 子どもの睡眠時間は、平均すると平日・休日とも約 10 時間であったが、睡眠時間が「足りてい
る」のは３分の２、「足りたり足りなかったりする」のは３分の１であった。「足りない」という
回答は、平日の８時間台と休日の 11時間台の各１例であった。また、平日と休日の睡眠時間が同
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引用・参考文献 













鯨岡峻 2002『育てられる者から育てる者へ』NHK ブックス 938 日本放送協会 
 
 

















実践女子大学人間社会学部紀要 第７集 2011 
 
－ 26 － 












（          ） 
あなたの性別：
男 ・ 女 
あなたの年齢：満  歳 
（現在の年齢を記入） 
あなたの職業： 
あり ・ なし 
家族構成（○をつけてください） 
  (1)親と子   (2)祖父・祖母、親と子   (3)その他（           ） 
お子さんの数 
   男児   人（年齢        ）  女児   人（年齢        ） 
住居形態（○をつけてください） 
   (1)一戸建て   (2)集合住宅（住んでいるのは    階） 
お子さんのお名前（カタカナで）： 
（             ） 
お子さんの性別 






①起床時刻（   時   分）ごろ    ②朝食（   時   分）ごろ 
③昼食（   時   分）ごろ      ④あそび（   時間   分）位 
⑤昼寝（   時間   分）位      ⑥おけいこ事（    時間   分）位 
⑦夕食（   時   分）ごろ      ⑧就寝時刻（    時   分）ごろ 
⑨睡眠時間は大体（    ）時間位  
⑩平日の睡眠時間は足りているようですか？ 
 （1）大体足りている  （2）足りている時と足りない時がある  （3）足りていないことが多い 
⑪平日は家族一緒に食事をしていますか？ 
 （1）ほとんど一緒   （2）一緒だったり一緒でなかったりする （3）バラバラなことが多い  
 
1－2. 現在の休日（幼稚園・保育園の休みの日）の過ごし方 
①起床時刻（   時   分）ごろ    ②朝食（   時   分）ごろ 
③昼食（   時   分）ごろ      ④あそび（   時間   分）位 
⑤昼寝（   時間   分）位      ⑥おけいこ事（    時間   分）位 
⑦夕食（   時   分）ごろ      ⑧就寝時刻（    時   分）ごろ 
⑨睡眠時間は大体（    ）時間位  
⑩休日の睡眠時間は足りているようですか？ 
 （1）大体足りている  （2）足りている時と足りない時がある  （3）足りていないことが多い 
⑪休日は家族一緒に食事をしていますか？ 




－ 27 － 
Q2. お子さんの生活時間や内容は、1年前と比べ変わりましたか？ お気づきの内容をご記入ください。 
（例：遊び方・食欲・睡眠・情緒面・友だち関係・健康全般・病気・興味・他） 





(1) 必要である   (2）時と場合による   (3) 特別なことは必要ない 
3－2. 子育てにしつけが必要だと思う理由、あるいは必要ないと思う理由をご記入ください。 
（                                         ） 
 
3－3.しつけが必要な場合、比較的しっかりとしつけをしているのは、どのようなことですか（複数回答可） 
(1)  起床時間        (2)  就寝時間        (3)  １日に３食を規則的にとる  
(4)  家族は一緒に食事をする (5)  食事に要する時間    (6)  食事を残さない  
(7)  食事中のマナー      (8)  歯磨きをする        (9)  衣類の脱ぎ着をきちんとする  
 (10) 休まずに登園する       (11) 友達にいじわるをしない  (12) 家庭内であいさつをする 
 (13) 知人にあいさつをする    (14) 親の言うことを聞く      (15) テレビなどを見る時間 




(1)  起床時間         (2)  就寝時間        (3)  １日に３食を規則的にとる  
(4)  家族は一緒に食事をする (5)  食事に要する時間    (6)  食事を残さない  
(7)  食事中のマナー      (8)  歯磨きをする        (9)  衣類の脱ぎ着をきちんとする  
(10) 休まずに登園する        (11) 友達にいじわるをしない  (12) 家庭内であいさつをする 
(13) 知人にあいさつをする    (14) 親の言うことを聞く      (15) テレビなどを見る時間 
(16) 勉強の習慣をつける     (17) その他（具体的に：              ） 
 
Q4. 育児をする上で、いま最も大切に思っていることは、どのようなことですか？（複数回答可）  
(1) 健康であれば何もいうことはない  (2) 生活のリズムを身につける  (3) 親子の気持ちが通じ合う 
(4) 子どもが友達と仲良くできる      (5) 園で先生や友達とうまくやっていく 
(6) おとなのいうことをきく素直な子どもになる (7) おけいこ事などを通して持っている可能性を伸ばす 
(8) 子どもの気持ちを第一に考えて受けとめ、何よりも優先する 
(9) 子ども自身で自分の意思表示ができるようにする 
(10)一般的な成長の指標に遅れないように育てる   (11) その他（             ） 
 
Q5. 子どもが理由もなく機嫌が悪かったり、泣きやまないときには、どのように対処していますか？ 
(1) 言葉をかけて、気持ちをなだめる      (2) スキンシップをして、気持ちをなだめる 
(3) 泣きやむまで放っておく          (4) 場所を変えるなど気分転換を図る  
(5) 口で叱る       (6) 叩く      (7) その他（              ） 
                          
Q6. 現在、育児の中で最もうれしいこと、苦労していること、さらにその対処法についてお尋ねします。 
6－1. 育児の上でうれしいことをご記入ください。（                       ） 
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6－2.  育児上の苦労のうち、子どもに関する苦労にはどのようなことがありますか？（複数回答可） 
(1)  泣いたり激怒するなど、感情が不安定なこと    (2)  落着きがなく何をするかわからないこと 
(3)  子どもの気持ちが分からないこと        (4)  日常の世話のすべてが大変である 
(5)  子どもがいうことを聞かないときがあること   (6)  食べる量が多い･少ないなど食に関すること 
(7)  生活リズムや基本的生活習慣がつかないこと    (8)  アレルギー疾患など、病気に関すること 
(9)  ことばや発音に関すること            (10) 遊びに関すること  
(11) 特に苦労していることはない            (12) その他（            ） 
 
6－3.  育児上の苦労で、あなたご自身に関する苦労にはどのようなことがありますか？（複数回答可） 
(1)  自由な時間がとれないこと           (2) 自分の健康保持、体調不良  
(3)  仕事と育児の両立              (4) 配偶者の協力が得られないこと 
(5)  親達の口出し                (6) 親しいママ友が得られないこと    
(7)  経済的なこと                (8) 家事一般や食事作りが煩わしい 
(9)  世の中から取り残されていうように感じること (10) 特に苦労と思うことはない  
(11) その他（                                 ） 
 
6－4. 上記（6－2、6－3）の苦労にどのような対処をしていますか？  具体的にご記入ください。 




①起床時刻（   時   分）ごろ      ②朝食（   時   分）ごろ 
③夕食（   時   分）ごろ        ④就寝時刻（    時   分）ごろ 
⑤平日の睡眠時間は大体（    ）時間位  
⑥平日の睡眠時間は足りていますか？ 
 (1) 大体足りている   (2) 足りている時と足りない時がある  (3) 睡眠不足のことが多い 
⑦平日の就寝時間が遅くなるのは、どのような理由によりますか？ （複数回答可） 
 (1) 家事全般        (2) 子どもの世話            (3) 子ども以外の家族の世話 
 (4) 本人の仕事         (5) 本人の趣味やくつろぎ     (6) 家族とのくつろぎ  
 (7) その他（                                  ）   (8) 特に遅いとは思わない  
 
7－2. 「お子さんの幼稚園・保育園の休みの日」のあなたの生活時間 
①起床時刻（   時   分）ごろ    ②朝食（   時   分）ごろ 
③夕食（   時   分）ごろ      ④就寝時刻（    時   分）ごろ 
⑤休日の睡眠時間は大体（    ）時間位  
⑥休日の睡眠時間は足りていますか？ 
 (1) 大体足りている   (2) 足りている時と足りない時がある  (3) 睡眠不足のことが多い 
⑦休日の就寝時間が遅くなるのは、どのような理由によりますか？ （複数回答可） 
 (1) 家事全般        (2) 子どもの世話               (3) 子ども以外の家族の世話 
 (4) 本人の仕事       (5) 本人の趣味やくつろぎ       (6) 家族とのくつろぎ  







 ご協力ありがとうございました。 井狩芳子（和泉短大）・窪龍子（実践女子大学） 
